
資料2-2国際版画美術館＜文化施設における資料の活用等について＞ 施設名：
（資料の内容）

円

（保管状況）

（活用状況）所管外からの借用依頼（2000年以降）

（課題）

全体的特色：奈良時代から現代まで、日本･海外を問わず、版画を包括的に扱う日本で唯一のコ
レクション

別　　　　　紙 参　　　　照

出展数 備考資料の種類展覧会名

内　訳
版画

原版、原画、プレス機等資料

課題（空調の有無等）

年度

資料数

21,73310,524 11,209 0

依頼者名

広　さ
399.5㎡ 空調有：温度22℃、湿度50～55%で維持

保管状況による
資料への影響

当館収蔵品はその90％以上、つまり大半の作品が紙を支持体とする。したがって収蔵庫の温湿
度は紙作品にとって最適な数値で保っているので、紙以外の作品（例：漆、刀剣、陶芸、ガラス、
布等）には適していない。

今後の収蔵品増加に備え、棚やマップケースを増設する必要がある。
大型額装品のためのネット設備も増設する必要がある。

整理状況

保存と収納スペース確保の両面から、作品は額に入れず中性紙のマット装で収蔵している。収蔵
庫内の構造は、版画専門という明確な目的のために設計されたもので、マット装保存の作品を納
めるための棚を多く設置してある。そのため版画作品にとっては、効率よく多くの作品が収蔵でき
るようになっている。収蔵形態としては、マット装作品を専用の保存箱に7～8点づつ納め、箱を棚
に積み上げるタイプとマップケースに収めるタイプがある。この２タイプのうちマップケースが設計
時の設置予定より少なくなっているため、効率化が図れておらず課題となっている。
また１辺が1,5mを越える大型作品や額装のまま保存しなくてはならない作品が近年とみに増加傾
向にある。額装保存の大型作品は現在、専用ネットに掛けて保管しているが、スペースがまったく
足りないので、対策が必要である。
いずれにせよ、収蔵総数は年間数百点～千点規模で増加しており、さらに工夫して収納スペース
を確保する必要がある。

収蔵庫

版画美術館２階

場　所

寄贈・発掘等今
後の見通し

当館では準備室発足当初より多くの寄贈をいただいてきたが、近年では当館の知名度の向上と
活動実績への評価を反映しさらに増加している。寄贈の特長としては作家自身、あるいはその家
族からの寄贈が多いこと。これは、日本は「版画家」という肩書きを持ち活動する美術家が大変多
く、その意味で版画大国といえることを反映している。また近年では個人収集家による世界各国の
作品の寄贈も増えてきており、今後もさらなる増加が見込まれる。

　　　　　　　約　　３０　億評価額
特色のある（貴
重な）資料

成り立ち、収集
方針

分類（内訳）ごと
の特徴・特色

228228 0 0 0

日本の版画　70％、海外の版画　30％
近・現代の版画　約80％　それ以前の版画　約20％

町田ゆかりの版画家・美術家：畦地梅太郎、若林奮、柄澤齊、門坂流、田中陽子、三井寿、飯田
善國、松本旻、坂東壮一等　　総計約1,500点

町田市立国際版画美術館条例第1条　内外にわたる美術・文化の交流の場として、版画を中心と
する幅広い活動を展開し、市民の美術に関する知識及び教養の向上を図り、もって市民文化の発
展に寄与するため、町田市立国際版画美術館を町田市原町田四丁目28番1号に設置する。

町田市立国際版画美術館条例第２条(1)　内外のすぐれた版画を中心とした美術作品及び美術に
関する資料を収集、保管、展示すること。

0

その他寄贈 購入 発掘

0

10,296 11,209 0

合計
21,505
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